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島根大学と地域のかけ橋へ

vol.

写真

４月６日／新入生説明会・意見交換会

平成27年度新入生説明会・
意見交換会を開催しました。
活動報告／地域医療支援学講座の主な取り組み報告
【リレートーク第12回】　大田市立病院　院長　西尾祐二 氏
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7/3（金）　18：00～19：30　地域医療セミナー
 『地域の小規模多機能病院の未来』
 場所：みらい棟４F　ギャラクシー
 講師：宮城県気仙沼市立本吉病院 院長 齋藤 稔哲 氏

7/11（土）　14：00～17：30　ブラッシュアップ講習会
 場所：浜田医療センター
 講師：沖縄県立中部病院 総合内科 尾原 晴雄 氏（松江市出身）

8/17（月）～8/21（金）　※8/21（金）PM報告会　
 夏季地域医療実習

9/25（金）　19：00～21：00　地域枠等全体懇談会
 場所：出雲市内

9/26（土）　若手ジェネラリストFD
 講師：出雲家庭医療学センター 藤原 和成 先生

SCHEDULE　今後の行事予定：７月～９月

編 集
後 記
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本年度の地域医療支援学講座も、4月は新入生説明会・意見交換会、フレキシブル実習報告会から始まり、地域医療セミナー等、様々
なセミナー・イベントを開催してまいりました。
今後も学生の皆様に役立つ情報発信を行ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

地域医療支援学講座からの情報発信

http://www.communityshimane.jp/

支援学では、Facebook、ホームページで様々な情報発信を
しています。セミナー開催予告、報告、日々の出来事などお
知らせしているので見て下さい！
（支援学HPからFacebookに入れます。）
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夏季地域医療実習の参加者を募集します

島根大学は、本学のみならず全国の医学生のみなさんに島根の地域医療に対
する理解を深めていただくため、中山間地や離島の医療機関等での医療実習
を、島根県と共に実施します。詳しくはHPをご覧ください。

地域医療支援学講座主催の
セミナー等のご案内
支援学講座では様々なセミナーを開催しています。開催日
程などが決まったら、その都度メール、Facebook、HPでお
知らせします。奮ってご参加下さい！

学生支援

●地域医療ワークショップ・家庭医療ワークショップ
ラベルワークやロールプレイ等をしながら意見交
換するワークショップを開催します。

●各種交流会（全体・学年別・地域別）
教員と学生および学生同士、地域との交流を目的と
して行います。学年別交流会は年１～２回行ってい
ます。

●個別面談
学生さんと教員間のコミュニケーションをさらに
深くする為に年１回程度面談を行います。

●フレキシブル実習
学生のニーズに合わせて地域医療実習をコーディ
ネートしています。

※その他、地域医療に関する講義（医学概論等）、早期体験
実習、春・夏医療体験実習、地域医療実習などのサポート
もしております。

お申込は・・・
【E-mail】 career@med.shimane-u.ac.jp
【T E L】 0853-20-2558

セミナー案内メール受信を
ご希望の方はご連絡下さい！

支援学講座HP

メール

ぜひ『いいね!』して下さい!!

Facebook



地域医療こそ医療の真髄
田舎で学ぶ高齢化社会の最先端医療

［大田市立病院］
〒694-0063 
島根県大田市
大田町吉永1428番地3

［第12回］

大田市立病院
院長　西尾祐二 氏

リレートーク
トークで繋ぐ地域医療
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　４月６日に入学式が行われ、その後地域枠３名、緊急医師確保枠５名、県内定着枠７名、学士地域枠１名の計16名を対象
とした新入生意見交換会を開催しました。小林島根県副知事、大谷医学部長、井川病院長等も参加される中で、今年は新入
生が「総合診療医を目指したい」等、特に熱い抱負を述べてくださいました。 この気持ちを大切に学生生活を充実させてい
ただきたいです。

平成27年度
新入生説明会・意見交換会
【日　時】 ４月６日（月）　17：00～19：00

【場　所】 島根大学医学部附属病院食堂ラパン

【内　容】

地域医療セミナー ランチョンセミナー
～自分のキャリアプログラムから学生さんに伝えたいこと～

フレキシブル実習報告会
【日　時】　４月２日（木）　18：00～19：30
【場　所】　みらい棟２F
　　　　　共通カンファレンス１
【参加者】　合計20名
【概　要】
　春季休業中にフレキシブル実習に参加した21名中、15名が集ま
り、実習報告会と意見交換を行いました。「救急連携の問題」や「医
療関係者、住民等のコミュニティを活性化させるには」など、学生
同士で活発な意見交換が交わされました。

医学概論Ⅰ
【日　時】　５月７日（木）　14：30～16：00
【場　所】　島根大学医学部　31番教室
【参加者】　医学科・看護学科１年164名
【概　要】
　「地域医療の魅力と課題」、「課題を解決す
るためにはどうすればいいか、又は魅力をさ
らに伸ばすためにはどうすればいいか」につ
いてグループワークを行いました。「専門医
をまわる高齢者が１つの総合医を受診する
ことで、全てを診てもらえる状況をつくる」
等、様々な意見交換が行われました。

しまね地域医療フォーラム
【日　時】　５月９日（土）　14：00～17：00
【場　所】　武志山荘（富士の間）
【参加者】　合計54名
【テーマ／講師】　
①「どうなる？出雲のそして島根の医療！…
ケア需要予測とケアサイクル論から考え
る未来医療」　　
文部科学省科学技術・学術政策研究所　
客員研究官　長谷川　敏彦 氏

②「地域医療構想ガイドラインを受けて」　
島根県健康福祉部医療政策課　
在宅医療推進スタッフ　杉谷　亮 氏

［大田市立
〒694-006
島根県大
大田町吉

原則 月１回
18：00 - 19：30
学内で開催

原則 月１回
12：00 - 12：40
学内で開催

７月／８月 竹見　敏彦 氏（聖路加国際病院　神経内科　副医長）

【テーマ】「脳梗塞を見逃さないために」等
【放映日】７月７日、７月14日、７月21日、８月25日

９月 小松　康宏 氏（聖路加国際病院　腎臓内科　部長）

【テーマ】「CKD」「尿異常の検査方針」等
【放映日】１日、８日、15日、29日

『聖路加GENERAL』シリーズ
 ビデオ鑑賞

ビデオセミナー

第１回 ４月20日（月）
【テーマ】　総合診療医という生き方
【講　師】　浜田市国保診療所連合体
　　　　　大麻診療所　所長　飯島　慶郎 氏
【参加者】　合計19名
【概　要】
　学生からは「医療は「対人
援助」であるという言葉が印
象に残った」　「医療に求めら
れるものと現代の医療が提
供しているものの隙間を埋め
るヒントをいただけた気がし
た」等の感想が聞かれ、「総合
診療医とは」だけではなく、
「医療とは」という事を考える
良い機会を頂きました。

第２回 ５月８日（金）
【テーマ】　20年後の医療の姿とそこで求められる医師像
【講　師】　文部科学省科学技術・学術政策研究所
　　　　　客員研究官　長谷川　敏彦 氏
【参加者】　合計32名
【概　要】
　近い将来社会構造がどう変
貌するか、そしてその社会で必
要とされる医療はどのような
医療か伺いました。学生には未
来の医療を支えるリーダーで
あるとの強い意識付けと熱い
エールをいただきました。

第３回 ６月３日（水）
【テーマ】　地域包括ケア時代の在宅医療
【講　師】　東京ふれあい医療生活協同組合梶原診療所
　　　　　在宅総合ケアセンター長/病棟医長　平原　佐斗司 氏
【参加者】　合計38名
【概　要】
　先生のこれまでの活動の中
から、「地域に応じた在宅医
療」、「地域に根ざすことの重
要性」、「多職種連携」、「ケア
コミュニティ」についてお話
しいただきました。

【講　師】　出雲市立総合医療センター　内科医長　結城　美佳 氏
【参加者】　合計19名
【学生の声】
　結城先生は医師として、女
性として、母親として、それぞ
れの立場での役割を両立でき
ていることに尊敬しました。
それと同時に、将来、私自身も
仕事にも一生懸命で、プライ
ベートも充実した医師になり
たいと感じました。

第１回 ４月14日（火）

【講　師】　島根大学医学部医学科　産科婦人科
　　　　　講師　金崎　春彦 氏
【参加者】　合計25名
【学生の声】
　これまであまり研究や留学について考えたことがありませんでし
たが、研究の面白さ、大学病院
ならではの面白さをお話しい
ただいて、自分は研究なんて
向いていないと勝手に思い込
まず視野を広く持ってこの先
進んでいきたいと思いました。
その他にも将来を考える上で
役に立つお話をたくさん聞く
ことができてよかったです。

第２回 ５月12日（火）

【講　師】　島根大学医学部医学科　内科学講座
　　　　　内科学第一／内分泌代謝内科　准教授　山内　美香 氏
【参加者】　合計25名
【学生の声】
　卒後の様々な出会いによっ
て進路を選択するという方法
もあることを知り、大変興味
深いお話でした。

第３回 ６月10日（水）

原則 毎週火曜日
12：00 - 12：40
学内で開催

　大田市立病院は、島根県央の二次医療圏の中核病院です。許

可病床は 339 床、対象人口６万人弱、高齢化率 37％の 2025

年問題を先取りした中山間地域に立地しています。当院の特徴

の１つに、島根大学医学部の機関である大田総合医育成センター

があります。病院総合医と家庭医のコースがあり、後期研修を

行っています。現在センター医師は５名ですが病院所属の医師

が協力し指導を行っています。

　また、この度平成 28 年度から、初期臨床研修基幹型病院に

復帰し、県内８番目の基幹病院となる予定です。症例数は十分

にあり、体験型の研修を旨とし、診療科を超えてすべての医師

による集団指導体制で指導を行います。のどかな自然と豊かな

海産資源に恵まれ、世界遺産石見銀山のある町大田で、地域医

療を体感してみてください。
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院長


